




停滞期



1800年の世界人口の大半は、遠い先

祖らよりも貧しい暮らしをしていた。

平均余命 30～35歳 ≒ 狩猟採集生活

人々の身長（＝栄養状態の目安）＜ 狩猟採集生活

労働時間 あくせく ＞ 狩猟採集生活 ゆったり
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そして 1800 以後



停滞期



Great Divergence

技術は世界スタンダードなはずなのに

先進国は10-20倍の経済成長

後進国は産業革命前の水準さえ下回る



停滞期



マルサスの罠
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人口が均衡点
より多い

最低生存所得＝均衡点

最低生存所得を下回る＝生きていけないので
たくさん死んで少ししか生まれない
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人口が均衡点
より少ない

最低生存所得＝均衡点

最低生存所得を上回る＝余裕があるので
たくさん生まれて少ししか死なない

人口増える



マルサスの罠

これが基本原理



マルサスの罠時代の

暮らしぶりを推定する
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基本的なでんぷん食品 vs ぜいたく品の肉

金持ちになるほど 肉 が多くなる

2



肉をたくさん食べると・・・
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低い！

ヨーロッパ
並み

産業革命以前は

ヨーロッパ
≒アフリカ
＞アジア



もっと古いデータ

低い！



子どもの数をコントロール

マルサスの罠にハマらないよう

してたらしい
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宗教的に産児制限していない社会なのに

なぜか低い出生数



女性が結婚するのが遅くて

独身者も多い社会
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中国・日本は
もっと低い！

貧しさゆえ「間引き」が常態化



停滞期



そんな停滞期にも内なる変動はありました。
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しかも、財産水準が維持されてる！



近代人は

ガメツク他人を押しのけた者たちの

子孫なのだ。

さらに恐ろしい事実
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ヤノマミ族・・・アマゾン奥地の狩猟民族
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狩猟民族では殺人経験者が、多くの子孫を残す！
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農業社会では金持ちが、多くの子孫を残す！
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果て
の国

マタイ効果



静的なマルサスの世界にも

ひそかなダイナミズムは

はぐくまれていたのです。



停滞期



そして 産業革命



停滞期



起きたこと その１
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貧富の差がなくなった♪



起きたこと その２
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世界の格差は広がった！





各社会の内部では

各社会の間では

産業革命後

平等化と社会的融和
が進行

所得格差が拡大



停滞期



大いなる分岐は、なぜ生じたのか？
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賃金が安いと産出高も下がっちゃう







そして結局 しあわせ とは？
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しあわせ とは？

相対的なもの

まわりと比べて
リッチか？
エリートか？
イケメンか？



停滞期



プリントにある 種類のデー

タから つ選んでグラフ化し、

何らかの推論を導き出してく

ださい。


